第32回基礎有機化学討論会予稿原稿の書き方と予稿原稿見本（ポスター日本語）
（京大院理1・京大化研2）○黄檗太郎1・宇治花子2・京都学1
ポスター発表者の講演予稿原稿の書き方
1. 半ページで作成（A4版を用い，上25 mm，下160 mm，左20 mm，右20 mmの余白）

2. 題目（14 ポイント，太字，左寄せ，日本語または英語），一行空白行を入れて，研究が行われた場所の省略表記（カッコで囲む）＋著者名（講演者に○）（11 ポイント，左寄せ，日本語または英語）．一行空白行を入れて，本文（11 ポイント，左寄せ，日本語または英語）
3. 日本語での要旨の場合，下部に英語で，題目（14 ポイント，太字，左寄せ），著者名（講演者にアンダーライン，11 ポイント，左寄せ），研究が行われた場所（イタリック，11 ポイント，左寄せ） 
· フォントは，日本語は明朝系のフォント，英語はTimes系のフォントをご使用ください．
· 行間は 16 ポイントを標準としますが，許容可能な範囲で適宜調整いただいて結構です。
Abstract Guideline for 32nd Symposium on Physical Organic Chemistry
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